
 

 

                               
 
 
 
 
     
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 256 号 
2023 年 7 月 11 日 

「
食
事
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
る
こ
と
が

大
事
で
す
」
。
長
町
病
院
・
管
理
栄
養
士
の
高

橋
朋
子
さ
ん
の
話
を
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
く

参
加
者
。 

コ
ロ
ナ
の
た
め
中
断
し
て
い
た
西
部
Ⅱ
ブ
ロ
ッ

ク
健
康
講
話
会
は
、
６
月

23
日
に
久
々
に
開

催
さ
れ
、
会
場
の
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
に
は

13
名
が
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

「
免
疫
力
を
高
め
る
食
事
」
と
題
し
た
高
橋

さ
ん
の
話
は
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
。「
野
菜

を
食
べ
な
く
て
も
ジ
ュ
ー
ス
で
栄
養
分
摂
れ
ま

す
か
？
」
な
ど
の
質
問
に
、
て
い
ね
い
に
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
久
戸
治
美
さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ
で

中
断
し
て
い
た
健
康
カ
フ
ェ
も
６
月
２
日
に
再

開
し
ま
し
た
。
健
康
講
話
会
と
合
わ
せ
て
定
期

開
催
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

発行 仙台南健康友の会 
〒982-0011 

仙台市太白区長町 3-7-26 

℡022‐２４８－６７０２ 

Fax 022-746-5146 
ホームページ検索は 

仙台南健康友の会で 
 
 
 
 
 
メールアドレス 
n.tomonokai@gmail.com 

友
の
会
だ
よ
り 

ＱＲコード 

会
場
か
ら
の
質
問
に
笑
顔
で
答
え
る

高
橋
朋
子
さ
ん 

LINE 登録 

参加者からは経験談も含め多くの意見・質問が出されました 
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広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
、
78
年
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。 

一
昨
年
１
月
22
日
に
は
、
長
年
の

目
標
で
あ
っ
た
核
兵
器
禁
止
条
約

の
発
効
と
い
う
、
画
期
的
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の

日
本
政
府
は
、
い
ま
だ
に
こ
の
条
約

に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
５

月
に
広
島
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
で
も
「
核
抑
止
力
論
」
を
あ

か
ら
さ
ま
に
う
た
う
な
ど
、
核
保
有

国
は
核
兵
器
に
し
が
み
つ
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
を
続
け
る
ロ
シ
ア
は
、
こ
と
も

あ
ろ
う
に
隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
の

核
配
備
や
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

平
和
の
願
い
を
つ
な
ぐ 

こ
う
し
た
中
、
核
兵
器
も
戦
争
も

な
い
世
界
を
め
ざ
す
取
り
組
み
は
、

い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

広
島
・
長
崎
め
ざ
し
て
北
海
道
と

沖
縄
か
ら
リ
レ
ー
行
進
を
行
う
「
国

民
平
和
大
行
進
」
は
、
６
月
18
日

に
宮
城
県
入
り
。

23
日
に
は
Ｊ
Ｒ

長
町
駅
前
を
出
発
し
、
名
取
方
面
に

歩
き
ま
し
た
。
長
町
駅
前
で
の
出
発

式
に
は
仙
台
南
健
康
友
の
会
会
員
、

長
町
病
院
職
員
、
つ
ば
さ
薬
局
職
員

も
含
め
約

50
名
が
参
加
。
行
進
を

激
励
し
ま
し
た
。 

日
本
政
府
に
核
廃
絶
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
こ
と
を
求
め
ま

し
ょ
う
！
そ
し
て
核
兵
器
も
戦
争

も
な
い
世
界
の
実
現
の
た
め
、
声
を

上
げ
続
け
ま
し
ょ
う
！ 

          

社
会
保
障
部 

日
本
は
核
廃
絶
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を 

        

国
民
平
和
大
行
進
で
平
和
の
バ
ト
ン
つ
な
ぐ 

ＪＲ長町駅前からこの日の平和行進が出発（6月23日） 

憲
法
９
条
の
意
義
を
再
認
識 

    

憲
法
学
習
会
に
31
名
の
参
加 

鷲岳志保さん 

（事務・診療サービス課） 

原水爆禁止世界大会（長崎）代表に島﨑純子さん

（友の会副会長・若林ブロック） 
長町病院代表は 

新人の鷲
わし

岳
おか

志保
し ほ

さん 

  

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
た
形
で
「
憲
法
９

条
で
は
平
和
は
守
れ
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
９

条
改
憲
の
声
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。 

  

こ
う
し
た
中
、
憲
法
９
条
の
価
値
を
学
ぼ
う

と
、「
い
ま
こ
そ
！
９
条
」
と
題
し
た
学
習
会
を

５
月
19
日
開
催
し
、31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
宇
部
雄
介
弁
護
士
の
わ
か
り
や
す
い

話
に
、
み
な
さ
ん
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

  

参
加
者
か
ら
は
「
人
権
が
最
も
重
要
な
普
遍

的
価
値
で
あ
る
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
憲

法
９
条
を
子
ど
も
た
ち
の
世
代
へ
し
っ
か
り

受
け
継
げ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
宇
部
先
生
の

お
話
も
わ
か
り
や
す
く
興
味
深
か
っ
た
で

す
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た 

宇部雄介弁護士の話に聴き入る参加者 

島﨑さんよりひとこと：今年の４月

から副会長を命ぜられ身の引き締ま

る思いでおりましたところ、原水爆

禁止世界大会への参加の打診を受け

ました。まだ日が浅いこともあり悩

みましたが、自分の勉強のためにも

と思いお受けいたしました。 
  ロシアのウクライナ侵略は１年半に及び、核による脅威が絶え

ません。そして軍拡の方向に進んでいる日本。唯一の戦争被爆国

である日本の進むべき方向を考えたときに、この大会に参加しよ

うと考えました。この美しい地球を守るためにも、参加の機会を

与えていただき、ありがとうございます。いい報告ができればと

思います。 
 

島
﨑
純
子
さ
ん 
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仙
台
南
健
康
友
の
会
・
高
齢
者
配
食
サ

ー
ビ
ス
「
ほ
っ
と
亭
」
の
総
会
が
、
６
月

22
日
に
つ
ば
さ
薬
局
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

29
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

  
浜
崎
寿
一
代
表
の
開
会
あ
い
さ
つ
の

後
、
仙
台
南
健
康
友
の
会
・
熊
谷
郁
夫
会

長
が
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
平
尾
伸
二
事
務

局
長
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
友
の
会
活
動

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

  

そ
の
後
、
参
加
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
一
人
一
人
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

議
事
に
入
り
、
事
業
報
告
な
ど
の
議
案

の
提
案
。
地
域
か
ら
の
期
待
が
広
が
り
、

食
数
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
こ
と
、
食
材

費
の
値
上
が
り
で
や
り
く
り
が
大
変
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

  

議
案
は
参
加
者
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

  

総
会
終
了
後
、
昼
食
懇
親
会
。
今
回
で

副
代
表
を
退
任
す
る
寺
島
知
子
さ
ん
よ

り
、
ほ
っ
と
亭
を
立
ち
上
げ
て
以
来
の
歩

み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
勇
退
さ
れ
る

金
子
武
夫
さ
ん
と
と
も
に
み
ん
な
で
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。 

  

最
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
齊
藤
喜
一

さ
ん
率
い
る
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
ジ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
」
に
よ
る
華
麗
な
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

な
お
、
寺
島
さ
ん
が
担
っ
て
い
た
管
理

栄
養
士
と
し
て
の
役
割
は
、
鎌
田
弘
美
さ

ん
（
今
年
３
月
ま
で
長
町
病
院
職
員
）
に

担
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 ほっと亭２０２３年度総会を開催しました 

  

 

寺
島
さ
ん
、 

 
   

お
疲
れ
様
で
し
た 

  

今
回
の
総
会
で
、
寺
島
知
子
さ

ん
（
副
代
表
）
が
勇
退
さ
れ
ま
し

た
。 

  

寺
島
さ
ん
は
元
長
町
病
院
の

管
理
栄
養
士
で
、
退
職
後
「
食
を

通
じ
て
地
域
貢
献
し
た
い
」
と
、

２
０
０
６
年
に
ほ
っ
と
亭
を
立

ち
上
げ
、
代
表
に
。
今
日
の
ほ
っ

と
亭
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。 

  

以
降
、
震
災
な
ど
の
困
難
を
乗

り
越
え
な
が
ら
、
ほ
っ
と
亭
の
発

展
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。(

２
年

前
に
浜
崎
さ
ん
と
代
表
を
交
代

し
、
副
代
表
に) 

  

寺
島
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

花
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

読
み
や
す
く
て
健
康
づ
く
り
に
役
に

立
つ
と
評
判
の
『
い
つ
で
も
元
気
』
。
月

刊
誌
で
月
３
８
０
円
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
の

機
会
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

見
本
誌
（
無
料
）
を
ご
希
望
の
方
は
友

の
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

熊谷会長から花を贈られる寺島さん(左) 

盛り上がったマジックショー 

浜崎代表の提案を聞く参加者 
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あ
っ
と
驚
く
マ
ジ
ッ
ク
に 

       

笑
い
と
感
嘆
が 

   
 

若
林
ブ
ロ
ッ
ク 

     
      

  

６
月

12
日(

月)

、
若
林
ブ
ロ

ッ
ク
で
健
康
カ
フ
ェ
を
開
催
し

ま
し
た
。 

  

会
場
は
老
人
憩
い
の
家
で
参

加
者
は
19
名
で
し
た
。
今
回
は
、

仙
台
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ

ブ
』
と
い
う
４
人
グ
ル
ー
プ
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 

ア
マ
チ
ュ
ア
と
は
思
え
な
い
熱

の
入
っ
た
演
技
、
時
々
失
敗
も
あ

り
ま
し
た
が
そ
こ
は
ご
愛
嬌
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
も
笑
っ
た
り
感

心
し
た
り
、
愉
し
ん
で
お
り
ま
し

た
。 

  

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
後
は
、
事

務
局
の
福
岡
祥
子
さ
ん
に
よ
る

体
操
の
指
導
で
、
普
段
動
か
さ
な

い
関
節
や
筋
肉
を
伸
ば
し
、
み
ん

な
は
つ
ら
つ
と
し
て
予
定
の
２

時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。 

  

参
加
者
が
だ
ん
だ
ん
高
齢
化

し
送
迎
も
困
難
な
中
、
90
才
を

過
ぎ
た
方
が
歩
く
の
が
大
変
だ

か
ら
と
バ
ス
に
乗
っ
て
来
て
下

さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
頭
の
下
が

る
思
い
で
す
。 

  

若
林
ブ
ロ
ッ
ク
・
白
木 

勝 

音
楽
を
聴
き   

        

楽
し
く
交
流 

 
 
 
 
 
 
 
 

名
取
ブ
ロ
ッ
ク 

  

名
取
ブ
ロ
ッ
ク
「
配
布
協
力
者

感
謝
の
つ
ど
い
」
が
、
６
月
14

日
、
名
取
が
丘
の
や
す
ら
ぎ
荘
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
長

で
も
あ
る
熊
谷
郁
夫
会
長
の
司

会
で
、
友
の
会
の
多
彩
な
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
配
布
者
９
名

中
、
７
名
の
参
加
で
し
た
。
カ
ラ

オ
ケ
で
懐
か
し
い
唱
歌
を
口
ず

さ
み
、
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
の
伴
奏

や
独
奏
を
聞
き
、
心
洗
わ
れ
た
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後

お
弁
当
を
会
食
、
楽
し
い
交
流
と

な
り
ま
し
た
。
高
橋
賢
一
さ
ん

（
長
町
）
、
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
奏

者
の
大
場
達
夫
さ
ん
（
若
林
）、
ご

尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

   

名
取
ブ
ロ
ッ
ク
・
今
野 

裕
子 

  

久
し
ぶ
り
の
集
ま
り
に   

 

「今
後
も
ぜ
ひ
」の
声
が 

 
 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
西
中
田 

  

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
四
郎
丸
落

合
で
は
隔
月
で
班
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
西
中
田
・
柳
生
地

域
で
は
し
ば
ら
く
開
催
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
さ
ん
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
６
月

16
日

に
健
康
相
談
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

開
催
す
る
こ
と
に
。 

  

当
日
は
友
の
会
保
健
部
の
メ

ン
バ
ー
の
協
力
で
健
康
チ
ェ
ッ

ク
（
血
圧
、
血
管
年
齢
、
握
力
、

片
足
立
ち
、
体
脂
肪
、
フ
レ
イ
ル
）

を
行
い
ま
し
た
。 

  

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と
は
、
作

業
療
法
士
の
福
岡
祥
子
さ
ん
に

よ
る
、
フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
。 

  

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も

地域・ブロック･班の活動 

菊池さんの話に聞き入りました 

 

友の会の行事は、感染対策をとりながら

実施しています。 

マジックに驚く参加者 

大場さんのサックス演奏 

定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
い
う
声
が
出
さ
れ
て
お

り
、
応
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

      

事
務
局
長
・
平
尾 

伸
二 

若
手
検
査
技
師
が   

    

班
会
講
師
デ
ビ
ュ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
め
ひ
ろ
ば
班 

  

５
月

17
日
は
ゆ
め
ひ
ろ
ば
班

の
班
会
に
６
名
と
職
員
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
班
会
デ

ビ
ュ
ー
の
長
町
病
院
・
臨
床
検
査

技
師
の
菊
池
知
希
さ
ん
。
『
糖
尿

病
の
怖
い
合
併
症
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
糖
尿
病
の
症
状
、
検
査
の

内
容
、
合
併
症
、
治
療
方
法
ま
で

を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。
菊
池
さ
ん
の
お
話
も
資

料
も
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
参

加
者
の
み
な
さ
ん
は
聞
き
入
っ

て
ま
し
た
。 

  

今
年
入
職
し
て
初
め
て
班
会

に
参
加
し
た
長
町
病
院
リ
ハ
ビ

リ
室
の
齋
綾
乃
さ
ん
（
理
学
療
法

士
）
か
ら
は
、「
糖
尿
病
の
症
状
は

気
づ
き
に
く
い
も
の
で
す
が
、
長

い
間
放
置
し
て
し
ま
う
と
、
重
篤

な
病
気
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ

る
こ
と
が
怖
い
と
感
じ
ま
し
た
。

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
食

事
や
運
動
を
意
識
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

    

事
務
局
次
長
・
福
岡 

祥
子 

 

福岡さんの指導で身体を動かす参加者 
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１  
 
 
 
 
 
 
 
 

地域公開講座の予定 

月 日 テ ー マ お は な し 

 7月26日（水） 
環境にやさしい“マイ箸”作り体験 

（材料費として 200 円いただきます） 
徳田実さん（仙台マイ箸作りの会 代表） 

 8月23日（水） エコな電気の使い方（仮題） 佐藤哲夫さん（ベスト電器長町店 店長） 

 9月27日（水） 腰痛に対する考え方と予防法について 福岡祥子さん（作業療法士） 

10月25日（水） 
簡単なアクセサリーづくり 

（材料費として 200 円いただきます） 
おひさまルーム（長町病院院内保育所） 

時間はいずれも午後２時から 3 時半  会場はよしの亭  参加費は無料（実費を頂戴する場合があります） 

※ 定員は 12 名、事前に友の会までお申し込みください。（電話：248-6702） 

地
域
公
開
講
座
が
再
開 

 
 
 

 
 

コ
ロ
ナ
対
策
で
休
止
し
て
い
た
地
域
公

開
講
座
が
、
５
月
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
５

月
24

日
は
「
『
無
料
低
額
診
療
』
っ
て

何
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
下
鳥
真
実
さ
ん
（
長

町
病
院
・
社
会
福
祉
士
）
に
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

多
く
の
人
に
こ
の
制
度
を
知
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。 

映画サークル これからの予定 

〇 ７月２４日（月） 〇８月２１日（月） ９月２５日（月） 〇１０月１６日（月） 〇１１月２０日（月） 

        内容は友の会にお問い合わせください。  ☎２４８－６７０２ 

◎ お茶っこ会 

   お茶を飲みながらおしゃべりしています。 
   毎週火曜日 10：00～12：00 

    （奇数月の第二火曜はお休み） 

   よしの亭にて 
  

◎ こどもふらっと塾（無料塾） 

   学校の宿題などを持ち寄り、みんなで楽しく勉

強したり遊んだりします。小学生･中学生が対象

です。社会人・学生ボランティアが参加します。 

毎月第 3土曜日 10：00～12：00 

よしの亭にて    

  助け合いの会は利用者の方から大変喜ばれてい

ます。増えている依頼にお応えするために、ボラン

ティアを募集しています。車を出していただける方

は、なお歓迎します。（有償ボランティアです） 

   

   お問い合わせは友の会まで。 

 

   電話 ２４８－６７０２ 

 

お話しする下鳥さん（写真中央） 



 

 

 

 

朝食の摂取と学力調査の平均正答率との関係（文部科学省・2016 年度） 
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倍も肥満になりやすいとの調査結

果が報告されています。 
  糖尿病の方では、朝食を食べな

い事がその後の食事で食後高血糖

を招きやすくなります。 
  このように朝食は非常に大切な

働きをしています。 
朝食をしっかり摂る効果 

  朝食をしっかり摂るとこんな効

果が期待されます 
・体内時計が整い、朝型になる 
・脳が活性化し、仕事の効率や成績

が上がる 
・太りにくい 
・血糖値が安定しやすくなる 
           （次号に続く） 
【参考資料】 日本栄養士会健康

増進のしおり 臨床栄養2023.2号 

 

連 載 

時間栄養学を取り入れた 

    食事について～朝食編  
                その○1   
  三浦 朋子（長町病院 管理栄養士） 

  みなさん。こんにちは。管理栄養

士の三浦朋子と申します。熊谷優

大先生に続き、私の方からは最近

研究が進んでいる「時間栄養学に

ついて」これから４回シリーズで

ご紹介します。 
  昔から腹時計と言われています

が、私たちの体の中で行われてい

る消化、吸収、代謝の働きは、体内

時計によって大きく左右されてい

ます。「何を」「どれ位」食べ

るかに加え「いつ」食べるか

が時間栄養学です。一回目

は、朝食についてです。 

 

 

 
①皆さんは朝食を 

            食べていますか？ 

  私たちの体内時計は、毎日朝の光

と朝食でリセットされます。朝食を

摂らないと体が目覚めないばかり

か脳も栄養不足になり、仕事の効率

が落ちたり、記憶力が低下したり、

成績への影響も報告されています。

また、朝食を摂らないだけで 1･75



 

 
健康チャレンジは 

長町小学校開校 150 年記念として 

  毎回多くの方に参加していただい

ている「健康チャレンジ」。 

  今年は長町小学校開校 150 周年に

あたりますので、長町小学校とも相

談の上、児童と親を対象に行うこと

となりました。 

  秋には全会員対象の「健康チャレ

ンジ」を行う予定です。 

 

 

 

 

256 号 (9)                                                                                            2023 年 7 月 11 日 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

   

 
        

  
 
 
 
 

 

 

仮
設
住
宅
、
災
害
公
営
住
宅
に
暮
ら

し
て
き
た
居
住
者
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大

学
研
究
室
等
が
連
携
・
協
力
し
て
運
営

し
て
い
る
「
つ
な
が
り
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
（
つ
な
セ
ン
）
」
の
理
事
長
に
３
年

前
に
就
任
。 

第
二
住
宅
の
集
会
所
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
は
、
カ
フ
ェ
や
ス
マ
ホ
教
室
な
ど

連
日
予
定
が
い
っ
ぱ
い
。
住
民
や
地
域

の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
楽
し
く
交
流

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
い
つ
も
穏

や
か
な
笑
顔
の
薄
田
さ
ん
が
い
ま
す
。 

「
住
民
の
会
の
会
長
の
後
任
が
い
な

い
こ
と
が
悩
み
で
す
」
と
語
る
薄
田
さ

ん
。「
住
民
の
要
望
に
ど
う
応
え
て
い
く

か
、
課
題
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
長
町
病
院

や
健
康
友
の
会
に
は
仮
設
住
宅
の
健
康

相
談
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
健
康
カ
フ
ェ
は
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
ほ
し
い
で
す
ね
」 

あ
す
と
長
町
第
二
市
営
住
宅
の
住

民
の
会
会
長
や
支
援
団
体
の
窓
口
と

し
て
奮
闘
さ
れ
て
い
る
、
薄
田
栄
一

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

生
ま
れ
は
青
森
。
小
学
校
６
年
生

の
時
、
仙
台
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
就
職
で
東
京
に
行
き
ま
し
た
が
、

辞
め
て
再
び
仙
台
に
。
東
日
本
大
震

災
の
時
は
、
東
北
大
学
病
院
に
入
院

し
て
い
ま
し
た
。
住
ん
で
い
た
長
町

の
建
物
は
損
傷
が
大
き
く
住
め
な
い

状
態
と
な
り
、
あ
す
と
長
町
仮
設
住

宅
に
。
２
０
１
６
年
に
復
興
公
営
住

宅
が
完
成
し
、
第
二
住
宅
住
民
の
会

の
会
長
と
な
り
ま
し
た
。 

   その○67  薄田
すすきだ

 栄一
えいいち

さん 
  （あすと長町第二市営住宅 住民の会会長） 

薄田栄一さん 

宮城民医連共同組織活動交流集会は 

8 月 31 日（木）に開催されます 
 
  宮城県の共同組織（健康友の会や医療生協の

組合員）の仲間が一堂に会し、学習したり経験

を交流したりする場、宮城民医連共同組織活動

交流集会が下記の通りオンラインで開催されま

す。 
  参加を希望される方は、友の会までご連絡く

ださい。 
   
 日時：8 月 31日（木）13：30～17：00 

 会場：つばさ薬局長町店 会議室 

  

【内  容】  

  講演①「医療現場から見た子どもの貧困」 

     お話し：和田 浩さん 

      長野民医連・健和会病院院長 

  講演②「県政・県内情勢を深める」 

     お話し：天下みゆきさん 

      宮城県議会議員・元宮城民医連事務局長 

  各共同組織からの報告 

  あすと長町地域の３カ所の復興公営住宅で、毎月第

一土曜日に順繰りで開催している「健康カフェ」。７月

１日は、第一復興住宅で「健康カフェ＆寄席」として

開催し、スタッフも含め 15 名が参加しました。 

  健康相談のあとは、東北学院大学落語研究会の『藍

舎都羽(あいしゃどー)』さんと『頑張亭たい杜(がんば

っていたいり)』さんのお噺。それぞれ二席ずつ噺して

もらいました。 

  お二人の軽妙な噺に会場は笑いに包まれ、 参加者か

らは｢こんなに笑ったのは久しぶり。また来てほしい」

という声が寄せられるなど、大変好評でした。 

会
場
は
笑
い
が
絶
え
ず 
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◆
と
て
も
う
れ
し
か
った
こ
と 

    

菅
原 

真
璃
子
（
若
林
区
若
林
） 

  

友
の
会
の
会
費
を
支
払
い
に
行

っ
た
時
、
職
員
の
方
か
ら
『
い
つ
も

応
募
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
で

す
ね
』
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
の
名
前
を
覚
え
て
い

た
だ
け
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。   

◆
毎
日
８
０
０
０
歩
を
目
標
に 

    

早
川 

カ
オ
ル
（
太
白
区
西
多
賀
） 

 

「
聴
診
器
」
を
拝
読
し
ま
し
た
。

短
気
を
除
い
て
私
も
同
様
な
気
持

ち
で
す
。
運
動
は
苦
手
で
す
が
、
歩

く
こ
と
は
で
き
ま
す
。
毎
日
８
０

０
０
歩
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
ね
。 

◆
「つ
ば
さ
だ
よ
り
」を
楽
し
み
に 

    

髙
田 

久
子
（
太
白
区
山
田
） 

  

『
つ
ば
さ
だ
よ
り
』
と
て
も
役

立
っ
て
、
毎
回
楽
し
み
に
拝
読
し

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。   

◆
読
む
の
が
毎
回
楽
し
み 

    

宍
戸 

次
夫
（
太
白
区
長
町
） 

  

友
の
会
だ
よ
り
を
毎
回
楽
し
み

に
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
投
稿
を
読
む
の
が
楽
し
い
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

◆
保
険
証
廃
止
に
不
安 

    

鈴
木 

桂
子
（
若
林
区
） 

  

私
は
、
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
に
他
人
情
報
を
登
録

さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
続
発

し
て
い
ま
す
。
情
報
の
入
力
ミ
ス

が
原
因
の
様
で
す
が
、
来
年
秋
に

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
に
な

る
の
に
少
し
不
安
で
す
。 

  

鈴
木
桂
子
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

の
よ
う
に
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を

め
ぐ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
他
人
の
お
薬
情
報
と
ひ

も
づ
け
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
命
に

か
か
わ
る
問
題
で
す
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
保
険
証
で
の
受
付
で
の
不
具
合

も
全
国
で
発
生
し
、
患
者
さ
ん
に

も
医
療
機
関
に
も
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
ま
ま
来
年
秋
に
健
康
保
険

証
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
に

問
題
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
友
の
会
と
し
て
は
健
康
保
険

証
廃
止
の
見
直
し
・
撤
回
を
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

  

み
な
さ
ん
か
ら 

の
ご
意
見
を
お
寄 

せ
く
だ
さ
い
。 

  

（
編
集
部
） 

◆
私
た
ち
の
思
い
を
票
に
託
し
て 

    

柳
澤 

貞
子
（
太
白
区
羽
黒
台
） 

  

７
月
30
日
は
仙
台
市
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
で
す
。
昨
今
の
物
価

上
昇
や
、
各
種
の
社
会
保
険
料
の
引

き
上
げ
等
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
市
民

の
暮
ら
し
が
逼
迫
し
て
い
る
の
を

日
々
実
感
し
ま
す
。
市
民
に
と
っ
て

よ
り
身
近
な
議
員
を
選
ぶ
わ
け
で

す
か
ら
、
介
護
・
医
療
・
教
育
と
い

っ
た
福
祉
の
課
題
に
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
く
れ
る
か
が
一
層
問
わ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会

を
活
用
し
て
私
た
ち
の
思
い
を
票

に
託
し
て
、
暮
ら
し
を
良
く
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。 

   

◆
気
軽
に
楽
し
く
運
動 

    
青
木 

貴
美
子
（
太
白
区
日
本
平
） 

  

先
日
、
西
部
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
健

康
カ
フ
ェ
」
に
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
運
動
不
足
な
の
で
「
気
軽
に
楽

し
く
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん

か
」
に
つ
ら
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト
レ
、
脳
ト
レ
で

楽
し
く
、
気
軽
に
出
来
る
運
動
で
し

た
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
こ
れ
か
ら
も

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と 

    

◆
連
載
が
大
変
勉
強
に 

    

千
葉 

友
幸
（
太
白
区
長
町
） 

  

熊
谷
優
大
先
生
の
連
載
「
糖
尿

病
あ
れ
こ
れ
」
が
終
わ
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
た
際
「
今
後
専
門
的

分
野
か
ら
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
機
会
が
ふ
え
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
、
ひ
と
こ
と
述
べ
ま

し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。   

◆
楽
し
く
生
き
た
い
！ 

    

藤
澤 

律
子
（
太
白
区
長
町
） 

  

門
間
茂
雄
さ
ん
の
「
聴
診
器
」
を

読
み
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
「
あ
る
あ

る
…
」
と
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

ガ
ッ
カ
リ
し
た
り
思
い
直
し
た
り

の
繰
り
返
し
で
す
よ
ね
。
で
き
れ

ば
楽
し
く
行
き
た
い
（
生
き
た

い
）
！
！ 

◆
楽
し
み
に
読
ん
で
ま
す 

    

安
井 

京
子
（
太
白
区
柳
生
） 

  

友
の
会
だ
よ
り
の
係
の
皆
様
い

つ
も
ご
苦
労
様
で
す
。
楽
し
み
に

い
つ
も
読
ん
で
ま
す
。 

  

◆
間
違
い
に
気
が
付
き 

    

佐
藤 

洋
子
（
太
白
区
袋
原
） 

  

友
だ
ち
や
同
級
生
が
よ
く
施
設

に
入
っ
た
と
か
、
認
知
症
に
な
っ
た

と
か
き
く
け
ど
ど
ん
な
感
じ
な
の

だ
ろ
う
。
時
々
、
そ
ん
な
事
を
思
う
。

今
日
買
い
物
し
て
、
電
話
番
号
を
ス

ラ
ス
ラ
記
入
し
た
。
帰
宅
し
て
送
り

状
を
点
検
し
た
ら
、
間
違
い
に
気
付

き
あ
わ
て
て
訂
正
を
お
願
い
し
た
。 

◆
気
を
緩
め
す
ぎ
ず
に 

    
菅
原 

康
介
（
青
葉
区
旭
ヶ
丘
） 

  

今
年
の
青
葉
ま
つ
り
は
４
年
ぶ

り
の
本
格
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
つ

い
先
日
も
す
ず
め
踊
り
の
練
習
を

し
て
い
る
方
々
を
見
か
け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
も
５
類
へ
移
行
し
日
常
が

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
気
を
緩
め

す
ぎ
ず
に
メ
リ
ハ
リ
つ
け
て
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◆
お
祭
り
は
平
和
で
こ
そ 

    

清
水 

厚
子
（
太
白
区
郡
山
） 

  

お
祭
り
は
見
る
だ
け
じ
ゃ
な
く

踊
ら
に
ゃ
ソ
ン
ソ
ン
と
い
う
わ
け

で
、
す
ず
め
踊
り
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
飛
べ
な
く
な
っ
て
振
り

も
覚
え
ら
れ
ず
、
残
念
な
が
ら
や
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
鉦
や
太

鼓
の
音
を
聞
く
と
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て

き
ま
す
。
今
年
は
各
地
で
お
祭
り
が

復
活
し
て
き
ま
し
た
ね
。
平
和
で
こ

そ
お
祭
り
も
楽
し
め
ま
す
。 



山
田 

英
子(
太
白
区
長
町)

絵
手
紙 

鈴
木 

祐
子(

名
取
市
大
手
町)

絵
手
紙 

小
林 

信
雄(

太
白
区
長
町)

折
り
紙 
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わたしの作品 

◆
い
っそ
う
は
な
や
か
に 

    

今
野 

花
子
（
太
白
区
長
町
） 

友
の
会
だ
よ
り
に
新
し
く
写
真

が
の
り
、
今
ま
で
よ
り
い
っ
そ
う
は

な
や
か
に
な
り
楽
し
く
拝
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◆
富
士
山
の
御
来
光
は
印
象
的 

 

高
橋 

秀
子
（
泉
区
長
命
ヶ
丘
） 

ま
さ
に
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
。
斜
め

向
か
い
の
公
園
の
木
々
の
間
か
ら

鳥
が
飛
び
立
ち
、
朝
日
が
昇
り
始
め

る
所
は
、
一
幅
の
絵
（
私
の
大
好
き

な
構
図
の
ひ
と
つ
で
す
）
を
見
て
い

る
様
で
、
一
瞬
の
極
楽
で
す
。
ま
た
、

洋
間
に
い
な
が
ら
、
時
折
オ
ー
ロ
ラ

を
見
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら

わ
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
の
頃
、
日
本
一
の
山
、
富
士
山

に
登
り
た
い
願
望
が
あ
り
、
在
職
中

（
１
９
９
５
年
）
に
実
現
し
ま
し

た
。
夫
（
光
晴
）
と
と
も
に
見
る
こ

と
が
で
き
た
御
来
光
は
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。 

◆
防
災
意
識
の
大
切
さ
痛
感 

 

今
野 

洋
子
（
太
白
区
柳
生
） 

水
害
の
記
事
を
見
て
、
日
ご
ろ
か

ら
の
防
災
意
識
の
大
切
さ
を
痛
感

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

（
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
続
き
） 

◆
再
考
を
切
に
願
い
ま
す 

小
河
原 

武
（
太
白
区
ひ
よ
り
台
） 

最
近
、
中
央
地
方
を
問
わ
ず
住
民

の
利
便
性
を
無
視
し
何
の
科
学
的

な
根
拠
も
将
来
性
へ
の
展
望
も
な

い
、
た
だ
思
い
つ
き
の
政
策
が
ま
か

り
通
っ
て
い
る
。
煩
雑
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
実
施
、
健
康
保
険
証

の
撤
廃
、
何
一
つ
プ
ラ
ス
思
考
の
な

い
政
治
。
地
方
も
然
り
、
住
民
が
望

ん
で
も
い
な
い
病
院
の
統
合
な
ど

不
便
を
増
す
だ
け
の
政
策
。
若
い

人
々
を
考
え
る
と
思
い
半
ば
に
達

す
る
こ
と
ば
か
り
。
再
考
を
切
に
願

う
。    

◆
工
夫
し
て
明
る
い
会
に 

    

只
野 

素
子
（
太
白
区
袋
原
） 

  

少
し
の
お
手
伝
い
の
つ
も
り
で
、

町
内
の
ほ
な
み
会
（
老
人
会
）
に
入

会
し
ま
し
た
。
地
域
に
住
ん
で
長
い

の
に
、
初
め
て
お
会
い
す
る
方
も
多

く
、
個
性
的
で
楽
し
い
人
た
ち
に
月

に
１
度
の
例
会
で
き
る
だ
け
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
、

明
る
い
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
協
力
し

て
い
る
会
員
の
方
に
感
謝
で
す
。 

  
 

相
原 

和
子(

太
白
区
長
町)

ち
ぎ
り
絵 

 菊地 力治(太白区長町)色紙絵 
 

 

大
沼 
昌
子(
太
白
区
長
町)

ち
ぎ
り
絵 

俳
句
・
短
歌
・
写
真
な
ど
、 

 
  

皆
様
か
ら
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
編
集
部
） 
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▼
前
回
の
答
え 

「
ス
ズ
メ
オ
ド
リ
（
雀
踊
り
）
」  

  

応
募
の
き
ま
り 

☆
ハ
ガ
キ
に
、
答
え
、
氏
名
、
住

所
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ひ
と
こ
と

お
書
き
添
え
い
た
だ
き
、
表
記

友
の
会
ま
で
。 

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。 

通
信
は
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

(

ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
方
は
そ

の
旨
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い)

。 

正
解
者
の
中
か
ら

10
名
様
に

図
書
カ
ー
ド
進
呈
。 

〆
切
は
８
月
20
日
（
当
日
消
印

有
効
） 

※
応
募
は
友
の
会
会
員
、
１
世

帯
１
通
に
限
り
ま
す
。 

 
当 

選 

者
（
敬
称
略
） 

◎
秋
保 

隆(

太
白
区
秋
保
町
） 

◎
菊
地 

幸
子(

太
白
区
郡
山
） 

◎
小
林
美
奈
子(

太
白
区
あ
す
と
長
町) 

◎
清
水 

厚
子(

太
白
区
郡
山
） 

◎
菅
原 

真
璃
子(

若
林
区
若
林
） 

◎
鈴
木 

勝
樹(

太
白
区
日
本
平
） 

◎
髙
田 

久
子(

太
白
区
山
田
北
前
町
） 

◎
高
橋 

成
久(

太
白
区
八
本
松) 

◎
藤
澤 

律
子(

太
白
区
長
町) 

◎
柳
澤 

貞
子(

太
白
区
羽
黒
台
） 

◎
５
月
号
の
パ
ズ
ル
は
32
名
の
方

か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽

選
に
よ
り
左
記
の
方
々
に
図
書
カ

ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。 

    
 

 

Ａ
～
Ｅ
ま
で
の
文
字
を
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は 

〔
ヨ
コ
の
カ
ギ
〕 

①
折
り
鶴
を
１
０
０
０
羽
作
り
、
糸

な
ど
で
綴
じ
て
束
ね
た
も
の
。 

④
「
掛
け
売
り
」
「
掛
け
買
い
」
の

略
。 

⑥
「
９
」
を
英
語
で
。 

⑦
春
夏
秋
冬
。 

⑧
角
切
り
の
豚
肉
を
用
い
、
衣
を
つ

け
て
油
で
揚
げ
、
甘
酢
あ
ん
を
か

ら
ま
せ
た
中
華
料
理
。 

⑩
上
下
の
歯
で
物
を
挟
ん
だ
り
、
砕

い
た
り
す
る
こ
と
。 

⑫
き
め
ら
れ
た
事
柄
。
定
め
。
規
定
。 

⑭
病
気
の
診
療
や
治
療
を
職
業
と

す
る
人
。 

⑮
土
地
の
価
格
。 

〔
タ
テ
の
カ
ギ
〕 

①
本
州
西
部
、
四
国
、
九
州
に
囲
ま

れ
た
日
本
最
大
の
内
海
。 

②
休
暇
の
こ
と
。 

③
漬
物
に
は
浅
〇
〇
、
一
夜
〇
〇
な

ど
の
作
り
方
が
あ
り
ま
す
。 

⑤
雨
の
多
い
季
節
。 

⑦
倍
賞
千
恵
子
主
演
・
山
田
洋
次
監

督
の
映
画
「
〇
〇
〇
〇
の
太
陽
」
。 

⑨
文
豪
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
小
説

「
〇
〇
よ
さ
ら
ば
」
。 

⑪
い
る
の
に
見
ぬ
ふ
り
す
る
こ
と
。 

⑬
小
学
校
の
教
科
、
国
語
・
算
数
・

〇
〇
・
社
会
。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

 

友
の
会
パ
ズ
ル 

①  ② ③   

    C  ④       ⑤ 

⑥    ⑦  E  

  ⑧ ⑨  B   

⑩ ⑪  D  ⑫  ⑬ 

⑭    ⑮     A 

 
解答欄 

 

聴診器 

「
き
の
う
も
大
谷
、
ホ
ー

ム
ラ
ン
打
っ
た
ん
だ
よ

ね
」
こ
ん
な
会
話
が
い
た

る
所
、
お
茶
飲
み
話
し
で

飛
び
交
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
谷
翔

平
選
手
の
一
挙
手
一
投
足
に
、

目
が
放
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
ま

す
。
世
界
中
の
人
か
ら
「
愛
さ
れ

る
人
間
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
ひ
と
言
で
云
え
ば
「
何
と
も

云
え
な
い
人
柄
の
良
さ
」、
そ
ん

な
気
が
し
ま
す
▼
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
来

日
し
た
大
谷
選
手
が
奔
走
し
た

の
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り

だ
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ベ

ン
チ
で
よ
く
動
き
廻
っ
て
い
る

大
谷
選
手
が
見
え
ま
し
た
。「
お

互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、
持
て

る
力
を
出
し
あ
う
」
栗
山
監
督

も
素
敵
な
方
だ
と
思
い
ま
し

た
。
チ
ー
ム
を
つ
く
る
選
手
た

ち
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
深
い
信
頼

が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
▼
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
平
和

で
あ
っ
て
こ
そ
。
戦
争
や
紛
争

が
世
界
か
ら
な
く
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

           

（
熊
谷 

郁
夫
） 

 

健康まつりなど今年度の行事について 

  コロナ禍の中で、この３年間健康まつりなど全体

の行事を見送ってまいりました。 
  今年５月にコロナが「２類」から「５類」へと見

直しになり、生活上の制限も緩和されています。 
  こうした中で、友の会の行事をどうするか検討し

てまいりましたが、会場の確保等準備が困難なため、

今年度は健康まつりなど全体での行事の開催は見送

ることとしました。 
  来年に向け、会場の確保とともに、どのような形

での行事が可能か、検討を進めてまいります。 


